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歯車工業会・規格委員会 組織変更の件

規格委員会委員長
植 田 昌 克
１．現在の組織と活動状況
（１）ISO/JIS審議委員会 第１分科会（委員長：竹田龍平）
・年８回委員会開催（10～15名出席）
・新規JIS「かさ歯車の歯面に関する形状偏差の定義及び許容値」の制定
→ 2018年10月22日 JIS B1707:2018として発行済み
・「JIS B1702-2 両歯面かみ合い誤差及び歯溝の振れの定義並びに精度許容値」の改正
→ 対応するISO1328-2がDIS(Draft International Standard)段階になったため、改正準備にとりかかる。

（２）ISO/JIS審議委員会 第２分科会（委員長：森脇一郎）
・年４回委員会開催（7～9名出席）
・ISOの歯車強度計算規格ISO6336に対応するために、約１年間勉強会を実施した後、Maximaによる計算プログラムを作成中。
→ 次回委員会（2019年1月29日）で完了予定。

（３）成形プラスチック歯車部会（委員長：森脇一郎）
・公益社団法人精密工学会の「成形プラスチック歯車研究専門委員会」として活動。
・「JIS B1759:2013 プラスチック円筒歯車の曲げ強さ評価方法」の見直し作業中。ほぼ終盤。
・「JIS B1702-3:2008 円筒歯車-精度等級-第３部：射出成形プラスチック歯車の歯面に関する誤差及び両歯面かみ合い誤差の定義並びに精度許容値」の見直し作業予定。

（４）歯車計測部会（委員長：高辻利之）
・活動無し

（５）JGMA歯車規格委員会（委員長：北條春夫）
・年９回委員会開催（12～13名出席）
・「JGMA211-01 1段円筒歯車減速機の寸法」「JGMA212-01 2段および3段円筒歯車減速機の寸法」「JGMA151-01 鋳造歯車および溶接構造歯車の寸法」の利用状況をアンケート実施済み。
・今後の方向性を検討中。

２．組織変更に関する議論
規格委員会（前項(1)～(5)の委員長、幹事、並びに会長、規格委員長、副委員長、事務局）を３回（5/28、7/23、11/19）開催し、次年度以降の組織変更について議論した。

３．組織変更の内容（中間報告）
(1) ５つの委員会から構成される規格委員会を１つに集約し、規格委員会の下に位置付ける。

(2) １つの委員会内に、活動内容（テーマ、期日等）を明確にした小グループを作成する。

(3) ISO規格の組織に対応したグループ編成とする。

(4) 定期的なJIS規格の見直し、新規JISの制定作業に当たっては、ISO準拠であることを十分に配慮し、実施する。このために、規格委員はISO対応からJIS制定までの業務に就く。

(5) ISO対応メンバー（ISO会議出席者）を増やし、育成する。

(6) JGMA規格委員会については、直近ではJGMA規格の集大成を行う。その他の活動については、今後検討する。
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